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雨の朝の傘置き場で、ある１年生の子が「○○学級はお勉強ができない学級なの？」と発言

しました。その言葉に私はショックを受けました。特別支援学級がどんな学級なのか、児童、

おそらく保護者の方々にも理解が十分に進んでいないことをまざまざと知らされたからです。

その子に私は「ちがうよ。誰にでも得意なことと苦手なことがあるでしょう。○○学級はその

苦手なことを少ない人数で練習しているんだよ。同じ学年の仲間なんだよ。」と話しました。

するとその子はしばらく考えた後、「私も苦手なことがあるよ。算数が苦手なんだよ。」と話し

てくれました。 

文科省は「特別支援教育は、障害のある幼児児

童生徒の自立や社会参加に向けた主体的な取組

を支援するという視点に立ち、幼児児童生徒一人

一人の教育的ニーズを把握し、その持てる力を高

め、生活や学習上の困難を改善又は克服するた

め、適切な指導及び必要な支援を行うもの」と示

しています。特別支援教育は全ての児童を対象に

行われる教育で、一人一人の苦手なこと、困って

いることに寄り添って対応し、お子さんが少しで

も学びやすくするための対応策（合理的配慮）を、

お子さんを中心に学校と家庭が相談し合って進

める教育です。特別支援学級では、少人数の学習

環境の中で一人一人に応じたきめ細やかな支援

と指導を行うことができます。誰もが長所や短所

など様々な特性や個性をもっています。特別支援

教育も学校教育も、目指すところは子どもたちの

自立です。同じ目標の下に、多様な手法を用いて

一人一人の特性や個性に応じた教育が求められ

ています。同じ学年の仲間として、同じ学校の仲間として、一人一人の特性や個性、その違い

を認め合いながら力を合わせられる学校でありたいと思います。 

 

 
委託用務員として本校に１２年の長きにわたりお勤めいただいた渡辺正一さんが、この度ご

勇退されることとなりました。学校周りの土手の草刈りや校庭の除草、玄関前の植物や生き物

の世話、校舎内外の清掃や整備、プール清掃など、お世話になったことを挙げればきりがあり

ません。正一さんのおかげで、本校はいつも美しい学習環境が整えられ、みどりっ子たちはそ

の整備された環境の中で安心して思う存分学ぶことができたのです。これまでのご功績に心よ

り感謝申し上げます。７月１日より同じく委託業務員として佐藤幸雄さんが本校にお勤めいた

だけることとなりました。どうぞよろしくお願いいたします。 
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